
周
知
の
如
く
、
近
世
肥
後
国
で
は
天
正
一
六
年
の
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
ら
に
よ
る
太
閤
検
地
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
回
の
検
地
が
行
わ
れ
、
と

（
１
）

く
に
熊
本
藩
領
に
関
し
て
は
天
正
一
七
年
の
検
地
帳
を
は
じ
め
、
慶
長
期
丸
寛
永
期
、
宝
暦
期
へ
天
保
期
の
検
地
諸
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
検
地
諸
帳
は
い
う
ま
で
も
な
く
近
世
農
村
に
お
け
る
農
民
の
土
地
所
有
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
史
料
に
乏
し
い
農
村
に
お
い
て
は
村
落
構

造
を
解
き
明
か
す
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
史
料
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
ｐ
検
地
帳
が
農
村
支
配
の
基
礎
台
根
で
あ
り
、
石
高
制
社
会
た
る
近
世

国
家
Ｉ
藩
Ｉ
に
お
い
て
は
検
地
帳
の
デ
ー
タ
は
基
礎
的
な
数
値
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
基
礎
的
台
帳
た
る
検
地
帳
は

現
実
に
は
こ
れ
を
年
代
的
に
対
比
す
れ
ぼ
農
村
の
変
化
発
展
が
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
地
帳
は
形
式
的
に
は

（
２
）

検
地
諸
帳
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
の
事
楕
を
異
に
し
て
お
り
、
性
格
に
よ
っ
て
記
城
の
内
容
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

肥
後
の
検
地
帳
研
究
の
な
か
で
も
っ
と
も
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
が
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
く
天
正
の
上
使

衆
検
地
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
寛
永
一
一
年
の
「
肥
後
国
郷
帳
」
の
村
高
が
慶
長
九
年
の
村
高
と

（
３
）

（
４
）

一
致
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
圭
室
諦
成
氏
は
郷
帳
の
村
高
を
こ
の
検
地
に
求
め
た
が
、
「
肥
後
国
検
地
賭
帳
目
録
」
解
説
（
松
尾
剛
）
は
慶
長
九

年
九
月
の
検
地
帳
は
検
地
の
型
式
を
欠
き
む
し
ろ
高
帳
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
、
そ
の
後
花
岡
興
輝
・
森
山
恒
雄
氏
ら
に

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
鰻
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
窃
（
松
本
）

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
書

は
じ
め
に

松
本
寿
三
郎

－２７－



村
落
を
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
（
以
下
慶
長
検
地
帳
と
略
称
す
る
）
は
、
中
世
村
落
を
再
編
成
し
て
作
り
あ
げ
た
近
世
初
頭
の
天
正
期
の
農
村
の
実

態
を
表
現
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
天
正
検
地
帳
と
慶
長
検
地
帳
を
比
較
検
討
す
れ
ば
こ
の
期
の
農
村
の
復
元
が
可
能
な
は
ず
で

あ
る
。
一
九
五
○
年
代
の
「
太
閤
検
地
論
争
」
以
後
検
地
帳
の
研
究
が
爆
発
的
に
進
め
ら
れ
な
が
ら
、
農
村
構
造
の
解
明
に
一
定
の
効
果
し
か

あ
げ
え
な
か
っ
た
の
は
、
検
地
帳
の
分
析
が
郷
村
帳
な
い
し
御
前
帳
の
段
階
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
は
検
地
帳
の
数
値
が

か
な
ら
ず
し
も
整
合
し
な
い
と
い
う
検
地
帳
に
対
す
る
信
頼
度
の
問
題
も
あ
っ
た
。
し
か
し
数
値
が
不
整
合
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、
検
地
帳
を

抜
き
に
し
て
農
村
の
実
態
に
迫
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
．
そ
の
意
味
で
、
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
を
中
心
に
す
え
て
本
格
的
に
近
世
初
頭
の

（
６
）

天
正
検
地
帳
と
慶
長
検
地
帳
の
数
値
が
異
な
る
と
い
う
立
場
を
と
る
森
山
氏
は
、
摘
出
し
た
四
七
ヶ
村
に
つ
い
て
田
・
畠
・
惣
分
米
高
に
つ

い
て
詳
細
な
比
較
を
し
て
そ
れ
を
証
明
し
た
。

私
は
前
稿
で
菊
池
郡
の
村
々
に
関
し
て
両
者
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
が
、
本
稿
で
は
前
回
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
山
鹿
郡
の
村
々
に
つ
い

（
８
）

て
検
討
し
て
ゑ
た
い
。
ま
ず
一
例
と
し
て
上
士
ロ
田
村
の
天
正
一
七
年
検
地
帳
と
慶
長
九
年
検
地
帳
を
対
比
し
て
ふ
る
と
次
の
如
き
結
果
を
得
る
。

村
高
に
つ
い
て
慶
長
検
地
帳
も
天
正
検
地
帳
も
田
畑
面
積
は
同
じ
で
あ
る
が
、
田
方
は
慶
長
検
地
の
方
が
七
石
六
斗
余
多
く
、
畠
方
は
そ

の
分
だ
け
天
正
検
地
の
ほ
う
が
多
い
。
ま
た
天
正
検
地
の
田
方
高
に
は
五
六
石
五
四
五
四
二
の
集
計
ミ
ス
が
あ
る
。
こ
の
村
は
天
正
検
地
帳
に

よ
れ
ば
始
め
か
ら
一
一
一
一
一
一
枚
目
ま
で
の
井
河
佐
近
右
衛
門
の
知
行
地
六
○
三
石
の
上
吉
田
村
と
、
一
一
一
四
枚
目
か
ら
五
六
枚
目
ま
で
の
平
野
角
大
夫

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
幌
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
窃
（
松
本
）

（
５
）

よ
っ
て
天
正
検
地
帳
と
の
関
係
が
諭
議
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
む
し
ろ
御
前
帳
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
花
岡
氏

は
天
正
検
地
帳
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
、
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
郷
帳
の
控
え
と
見
て
い
る
。
一
方
森
山
氏
は
花
岡
氏
の
天
正
検
地
を
一
七
年
と

ふ
て
、
そ
う
で
は
な
く
一
七
年
検
地
に
先
行
す
る
上
使
衆
検
地
帳
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
る
。

一
、
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
の
田
畑
と
登
録
人

2８



表１－１山鹿郡上吉田村

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
根
に
お
け
る
村
落
把
逼
に
つ
い
て
の
覚
密
（
松
本
）

－２９－

慶長｛)年９月検地 天ＩＥ17年検』13

名舗人 所持高 備考 名請人 所持高 備考

庄屋 82石1617 ヤ 庄 屋 113石4233 ヤ上吉田

大良原 43.77765 ヤ 樽 原 62.1931 ヤ

中屋敷 34.35608 ヤ 中屋駁 35.528 ヤ

登 葉 33.56674 ヤ 力、やは 41.48982 ヤ

下屋駁 31.0651 ヤ 下屋敷 28.4307 ヤ

市 瀬 27.63116 ヤ 市 瀬 68.3649 ヤ

十福寺 26.14378 ヤ 十福寺 9.869 ヤ

米 原 24.8155 ヤ 米 原 38.2235 ヤ

和 泉 23.6701 いつ承 1３．１４０

皆川 21.8415 ヤ 皆 川 5０．４１５ ヤ

内 匠 14.42342 ヤ たく詮 ０．２２

四郎兵衛 13.40154 ヤ 四郎兵衛 ６．７８９

拾良三 11.34313 十良三 ０．９０４

小屋敷 9.8041 ヤ 小屋駁 ４．５５７４

乗福寺 7.9017 乗福寺 14.6475

源十郎 7.64473 源十郎 0.8 ヤ

仏 山 ０．５２２ ヤ 仏 山 ９．５３５５ ヤ

山 中 0.23998 山中 6.147

幸福 1４．０７６

三九郎 2.210

与三兵衛 1.534

ひかし 0.8481 下吉田力

隆円 ０．４８ ヤ

横 道 2.522 ヤ

源 七 ０．２２

小薗 89.41631 ヤ おその 64.6555 ヤ(以下名騒）

庄屋 41.39407 ヤ 庄 屋 47.0115 ヤ

迫 35.1015 ヤ さこ 30.145 ヤ

中 尾 34.9324 ヤ 中 尾 30.853 ヤ

柿 木 21.86698 柿 木 11.8636 ヤ

勘解由 11.46482 勘解由 ０．５７

神主 11.3194 下吉田 神主 ７．７２２ 下吉田

源十 10.8407 源十分 ８．１０８

甚左衛門 8.09604 甚左衛門 7.525

三郎丸 ７．９２６ 下吉田 三郎丸分 1.848 下吉田

平田 6.73134 平田分 13.3555

九郎兵術 ５．２０４ 九郎兵衛 0.5

中その ４．７３７４ 中その分 8.987

甚兵術 3.38548 甚兵衛 23.339.

弥右衛門 1.7067 弥右衛門 8.847



年・天正17年一方の検地帳だけの名鯛人

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
擢
に
つ
い
て
の
覚
書
（
松
本
）

天正17年の染（名塚村分）

－３０－

善 介 9.5601 ヤ 喜 三 1.0874

源五左衛門尉 7.8717 ヤ 堀内 0.84 隣村

井上 6.0938 ヤ 治部 0.832

新十 ３．７３８ ヤ 刑部左衛門 0.8

源三郎 19.35797 今田 0.6966 隣村

掃部 15.71044 忠八郎 0.624

藤七 11.3487 市介 0.5227

甚七 10.78 又次 0.442

主殿 9.69812 隼人 0.4

兵部 9.2674 右近 0.3734

石見 7．９２ 弥介 0.245

喜三兵衛 7.72539 源兵衛 ０．２１

織部 7.02 九郎次 0.1492

杢左衛門 6.7369 又三郎 ０．０９１７

小辺田 5.2067 与十 0.0817

大膳

上輪寺

地薗

清蔵

3.9807

3.8133

3.52

3.0693

下吉田

鍛治 2.6507 三右衛門尉 54.7665

新十郎 2.6334 新右衛門尉 27.522

孫四郎 2.56 次郎兵衛 20.556

拾介 2.53 甚右衛門尉 12.088

九郎右衛門 2.4567 右衛門尉 6.37

与四郎 2.3173 市右衛門尉 3.702

源
｛
ハ 2．２４ 兵部右衛門尉 2.887

与十郎 2．１６ 弥太郎 2.502

治部左衛門尉 2.072 下吉田 余市分 1.84

新五郎 ２．０ 与三兵衛 1.275

八郎五郎 1.8774 新兵衛 1.208

櫓介 １．８４ 四郎左衛門 1．０６

孫左衛門 1.6694 善吉 0.33

三郎四 1.6234 中務分 0.224

喜三郎 １．４３ 弥左衛門 0.22

左 京 1.32 善九郎 ０．１５

正法寺 1.232 下吉田 安右衛門 ０．０１５



表１－３上吉田村の田畠高

の
知
行
地
三
○
三
石
八
斗
余
の
名
塚
村
か
ら
な
り
、
村
ご
と
に
異
筆
で
記
載
さ
れ

て
い
る
。
天
正
検
地
高
は
惣
高
九
○
六
石
余
と
す
る
が
高
不
足
分
五
石
壱
斗
を
差

（
９
）

（
、
）

し
引
く
と
、
慶
長
検
地
帳
及
び
慶
長
国
絵
図
、
「
肥
後
国
郷
帳
」
の
高
九
○
壱
石

と
一
致
す
る

名
請
け
人
天
正
検
地
帳
の
記
載
に
し
た
が
え
ば
名
請
け
人
の
う
ち
、
上
吉
田

村
に
属
す
る
も
の
二
五
人
（
内
屋
敷
持
ち
一
三
人
、
下
吉
田
村
か
ら
の
入
り
作
一

人
）
、
名
塚
村
に
属
す
る
も
の
三
二
人
（
内
屋
敷
持
ち
七
人
、
下
吉
田
か
ら
の
入
り

作
二
人
）
計
五
七
人
で
あ
り
、
屋
敷
持
ち
で
も
入
り
作
で
も
な
い
三
四
人
が
無
屋

敷
登
録
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
上
吉
田
村
の
幸
福
は
字
幸
福
に
田
畠
を
持
っ
て
お

り
こ
こ
に
屋
敷
を
構
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
屋
敷
の
登
録
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
村
内
に
居
を
構
え
て
い
な
が
ら
屋
敷
持
ち
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
９
，

一
方
、
慶
長
検
地
帳
の
名
請
け
人
は
八
四
人
で
、
そ
の
う
ち
上
吉
田
村
に
属
す

る
と
思
わ
れ
る
も
の
一
八
人
、
名
塚
村
に
属
す
る
も
の
一
五
人
、
そ
の
ど
ち
ら
か

は
っ
き
り
し
な
い
が
屋
敷
を
構
え
て
い
る
も
の
四
人
、
無
屋
敷
登
録
人
は
四
七
人

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
に
は
備
考
に
記
し
た
よ
う
に
隣
村
の
屋
敷
で
あ
る
今
田
、
堀

内
を
名
乗
る
も
の
と
下
吉
田
村
の
住
人
と
思
わ
れ
る
も
の
五
人
が
含
ま
れ
る
。
上

吉
田
村
は
東
・
北
・
西
を
山
に
し
て
他
村
と
隔
絶
し
て
お
り
、
も
と
も
と
下
吉
田

村
と
は
同
一
の
村
で
あ
っ
た
の
で
相
互
に
出
入
り
作
は
濃
厚
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

－３１－

慶長９年９月検地帳 天正検地帳（天正17.7）

田６０町７反８畝23歩 田 ,６０町０反２畝27歩
,q

724石３斗９升２合３勺２才 665石４斗１升０合７勺

畠屋敷２７町０反７畝23歩 畠屋敷‘２７町８反７畝18歩

177石２斗８升２合７勺７才 184石９斗ｌ升３合５勺

合８７町８反６畝16歩 合８７町８反６畝16歩

906石８斗６升９合６勺２才

内５石１斗が高不足

901石６斗７升５合０勺９才 901石７斗６升９合６勺２才

507筆 651筆



れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
何
と
も
説
明
の
し
ょ
う
が
な
い
。
両
検
地
帳
の
名
請
け
人
を
年
次
で
比
較
し
て
承
る
と
、
慶
長
検
地
帳
（
実
は
天
正
一

六
年
検
地
帳
の
写
し
）
の
八
四
人
は
天
正
検
地
帳
で
は
五
七
人
に
整
理
さ
れ
た
と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

上
吉
田
村
天
正
検
地
帳
の
特
色
の
一
つ
は
名
請
け
が
屋
敷
名
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
屋
敷
持
ち
で
大
高
持
ち
が
多
い
。
屋

敷
地
を
二
ヶ
所
も
つ
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
は
後
に
枝
村
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
中
世
末
期
の
村
落
形
態
を
残
し
て
い
る
も
の
で
あ

（
Ⅲ
》

ろ
う
。
こ
う
し
た
村
落
は
慶
長
九
年
検
地
帳
の
村
に
散
見
す
る
。
山
本
郡
大
井
村
は
竃
主
八
人
の
う
ち
庄
屋
と
八
郎
右
衛
門
を
除
く
お
そ
の
．

（
砲
）

上
分
・
小
屋
敷
・
た
な
た
・
ひ
か
し
・
八
郎
丸
の
六
人
が
屋
敷
名
で
登
録
し
て
お
り
、
そ
れ
は
慶
長
一
一
一
一
年
検
地
帳
に
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ

て
い
る
。
今
藤
村
で
は
北
名
・
西
名
な
ど
の
名
も
象
え
る
。
こ
う
し
た
屋
敷
名
に
よ
る
登
録
者
の
場
合
は
、
大
高
持
ち
、
複
数
の
広
大
な
屋
敷

地
を
所
持
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
牛
馬
を
所
持
し
て
の
家
父
長
制
的
な
複
合
家
族
に
よ
る
経
営
が
考
え
ら
れ
る
。
百
姓
名
主
に
系
譜
を
も

つ
存
在
と
い
え
よ
う
．
こ
う
し
た
経
営
の
な
か
で
は
内
部
に
抱
え
ら
れ
た
家
族
（
隷
属
す
る
家
族
な
い
し
隷
属
農
民
）
は
も
し
耕
作
地
を
所
持

し
た
と
し
て
も
無
屋
敷
登
録
人
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
も
う
一
つ
は
例
示
し
た
幸
福
の
よ
う
に
屋
敷
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
土
地
以
外
に
屋
敷

（
住
居
）
を
構
え
た
場
合
で
あ
る
。
検
地
帳
で
は
こ
の
場
合
無
屋
敷
登
録
人
と
し
て
し
か
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。
上
吉
田
村
の
よ
う
に
地
形
上

他
村
と
の
出
入
り
作
が
困
難
な
村
の
場
合
、
村
人
の
半
数
に
及
ぶ
入
り
作
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
無
屋
敷
登
録
人
の
か
な
り
の
数
が
こ
の
部

類
に
は
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は
検
地
の
方
式
と
も
関
わ
る
の
で
後
述
す
る
。

一
遥
毎
の
耕
地
の
規
模
上
吉
田
村
の
田
畑
は
八
七
町
八
反
余
で
あ
る
。
慶
長
検
地
帳
で
は
五
○
七
筆
で
あ
る
が
、
天
正
検
地
帳
で
は
六
五

一
華
に
な
っ
て
い
る
。
田
畑
の
面
積
は
変
わ
ら
な
い
訳
だ
か
ら
、
天
正
検
地
帳
の
田
畑
一
筆
は
慶
長
検
地
帳
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
実
際
に
当
た
っ
て
み
る
と
慶
長
検
地
帳
の
一
筆
が
二
な
い
し
三
筆
に
分
割
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
慶
長
検
地
帳
の
耕
地
の
規
模
は

に
な
る
。
実
際
に
当
た
つ
一

表
２
に
示
す
通
り
で
あ
る
．

大
は
一
町
以
上
か
ら
小
は
一
○
歩
ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
果
た
し
て
現
実
の
一
筆
毎
の
田
畑
の
測
避
の
結
果
な
の

で
あ
ろ
う
か
、
俗
に
「
太
閤
検
地
」
は
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
が
検
地
奉
行
と
な
り
田
畑
を
一
筆
ご
と
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
測
赴
し
た
と
い
い
、
肥

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
根
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
書
（
松
本
）

－３２－



表２慶長９年９月山鹿郡上吉田村の田畠（１篭の規模）

後
国
で
も
秀
吉
の
家
臣
が
上
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
彼
ら
の

手
に
よ
っ
て
検
地
さ
れ
た
と
い
う
、
し
か
し
肥
後
国
の
上
使

衆
の
検
地
は
一
誰
毎
の
検
地
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た

田
畑
の
一
筆
の
広
さ
で
あ
る
。
通
常
田
畑
は
多
く
は
自
然
の

地
形
に
よ
っ
て
広
さ
が
制
約
さ
れ
る
が
、
ま
た
農
作
業
の
都

合
に
よ
っ
て
余
り
に
も
広
い
田
畑
は
数
筆
に
分
筆
さ
れ
る
の

が
常
で
あ
る
。
作
物
に
よ
っ
て
田
畑
の
適
正
な
広
さ
は
異
な

る
で
あ
ろ
う
が
、
手
作
業
に
依
存
し
た
当
時
の
田
畑
の
広
さ

は
一
～
二
反
が
限
度
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
て
か
。

そ
の
意
味
で
上
吉
田
村
の
田
畑
が
一
反
代
に
濃
厚
に
分
布
し

て
い
る
状
態
は
肯
づ
け
る
。
問
題
は
農
作
業
の
手
に
余
る
広

い
田
畑
の
存
在
で
あ
る
。
機
械
化
が
進
ん
だ
現
在
で
も
適
正

規
模
は
一
筆
三
○
ア
ー
ル
す
な
わ
ち
三
反
で
あ
る
。
当
時
と

し
て
は
三
反
の
田
畑
は
不
便
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ま
し
て
五
反
以
上
の
田
畑
は
有
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
村
の
五
反
以
上
の
田
畑
は
表
４
の
通
り
で
あ
る
。

（
卿
》

下
吉
田
村
の
場
合
慶
長
検
地
帳
と
天
正
検
地
帳
の
記
載

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
脅
き
出
し
の
一
ペ
ー
ジ
と
末
尾

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
幅
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
雷
（
松
本
）

－３３－

上田 中田 下田 上畠 中畠 下畠 山畠 屋敷 計

１町以上

９段〃

８〃〃

７〃〃

６〃〃

５〃〃

４〃〃

３〃〃

２〃〃

１〃〃

5畝〃

5畝以下

２
１
４
３
６

吃
誕
肥

９

１

１
１
５
１
３
６

創
銘

９

１１

２
１
１
１
４
７
４
１
７
６

２
４
１
１

１
１
１

１
４
８

８
６
１

１
１
１

１

１

１

１

４

４
０
２

１
１
１

１
１
９

４
３
１
１

１

２
９

1１

１８

１

１

３

２
４
４

１

４
５
５
７
８

１
６
５

１
２
７

175

9７

９４

計 8７ 9７ １１４ 6１ 4４ 3８ 4１ 2５ 507



の
数
行
を
あ
げ
て
承
よ
う
。

慶
長
検
地
帳

上
田
弐
段
壱
畝
拾
六
歩
弐
石
七
斗
九
升
九
合
三
勺
三
才

上
田
九
段
四
畝
拾
弐
歩
拾
弐
石
弐
斗
七
升
弐
合

上
田
七
段
八
畝
拾
石
壱
斗
四
升

上
田
四
段
七
畝
拾
六
歩
六
石
壱
斗
七
升
九
合
三
勺
四
才

上
田
弐
段
弐
石
六
斗

上
田
弐
町
六
段
八
畝
廿
八
歩
三
拾
四
石
九
斗
六
升
壱
合
三
勺
四
才

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
・
．
．
・
・
・
・

壱
段
六
畝
廿
四
歩
壱
石
三
斗
四
升
四
合

四
畝
三
斗
弐
升

六
畝
四
斗
八
升

四
段
拾
六
歩
三
石
弐
斗
四
升
弐
合
六
勺
六
才

田
方
高
合
四
拾
町
壱
段
七
畝
拾
三
歩

分
米
四
百
八
拾
三
石
壱
斗
六
升

畠
方
屋
敷
高

合
弐
拾
三
町
三
段
八
畝
廿
歩

内
山
畠
弐
町
五
段
壱
畝
拾
弐
歩

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
根
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
書
（
松
本
）

庄新神地
屋次主園

同西同庄三庄
人名人屋郎屋

丸

3４



天
正

上上上上、上上検
たミさ同たや地
なそこ所な》し帳

・弐た四そ七田 三た弐き
・反反へ反反‘ 反反ノ
● 七八四 壱下
畝畝畝弐畝
拾 拾

〃酉、

中
略 田田田田田
､ ′弐六拾八一弐
・ 石石石石石
・ 壱壱一九七
・斗斗斗斗斗斗
● 七四弐六九
升升升升升
九七九
合勺合
四六四

勺才勺
四四
才才

同同庄同三庄
屋ノ屋

丸

分
米
百
五
拾
壱
石
弐
斗
壱
升
四
勺

田
畠
二
口
合

六
拾
三
町
五
段
六
畝
三
歩

分
米
六
百
三
拾
四
石
二
斗
七
升
四
勺

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
書
（
松
本
）

3５



分
米
拾
六
石
九
斗
五
升
四
合
七
勺
六
才

両
検
地
帳
は
天
正
帳
が
一
筆
毎
の
下
名
を
備
え
る
ほ
か
同
一
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
慶
長
検
地
帳
は
三
○
二
筆
で
あ
る
の
に
、
天
正
帳
は
三

五
四
筆
で
あ
る
．
例
示
し
た
よ
う
に
記
載
の
順
番
は
同
一
で
あ
り
筆
数
の
増
加
や
内
容
の
変
化
は
具
体
的
に
お
さ
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
慶
長

田
畠
や
し
き
共
一
一

惣
合
六
拾
三
町
弐
反
三
畝

分
米
六
百
三
拾
四
石
三
斗
七
升
四
合
六
才

天
正
十
七
年
七
月
廿
三
日

屋
敷
合
弐
町
壱
反
壱
畝
廿
八
歩

田
数
合
三
拾
九
町
八
段
四
畝
九
歩

分
米
四
百
八
拾
三
石
壱
斗
六
升

畠
数
合
弐
拾
壱
町
弐
反
六
畝
廿
二
歩

分
米
百
三
拾
四
石
弐
斗
五
升
五
合
六
勺
七
才

3６

壱
反
六
畝
廿
四
歩

四
畝

六
畝

四
反
拾
六
歩

以
上

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
幅
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
書
（
松
本
）

壱
石
三
斗
四
升
四
合

三
斗
二
升

四
斗
八
升

三
石
弐
斗
四
升
弐
合
七
勺
二
才

庄新神地
屋次主園

窪
田
藤
兵
衛

竿
帳
ノ
う
つ
し



表３－１慶長９年９月下吉田村名謂人

ヤは屋敷所持①は一筆の承の所持

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
渥
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

－３７－

名請人 田畠高 備考 名請人 田畠高 備考

庄屋 96石70774 ヤ 柿，木 2石9７ ①上吉田

地薗 63.06843 ヤ 新十郎 2.5761

西名 59.53667 三郎四郎 2.37067

三郎丸 54.58937 ヤ 又三郎 2.19 ①

神主 52.92659 ヤ 藤十郎 2.1423

左京 22.5427 ヤ 井上 2.09 ①上吉田

助三郎 22.21247 弥三郎 1.705 ①

新次 20.8141 ヤ 平田 1.68

源四郎 20.18885 米原 1.6207 ①上吉田

甚兵衛 19.62319 ヤ 市野瀬 1.606 ①上吉田

次郎三郎 18.57644 源右衛門尉 1.3273

惣治左衛門尉 17.42599 ヤ 主税 1.248 ①

源七郎 17.29877 ヤ 甚介 1．２１ ①

十郎三郎 15.99402 八郎四郎 1.1094 ①

源内 15.6955 ヤ 治部左衛門尉 0,92 ヤ

弥八郎 14.64572 八郎三郎 0.858 ①

立泉寺 12.905 萱葉 0.8067 ①上吉田

与三郎 7.3389 孫九郎 0.8017

ひな川 6.8511 名塚 0.66 ①上吉田

小屋敷 6.66687 上吉田 市郎 0.6203 ①

和泉 6.2313 正法寺 0.53866 ヤの承①

刑部左衛門尉 5.192 弥十郎 0.5 ①

中屋敷 5.1223 上吉田 弥左衛門尉 0.39906

たく承 4.68923 九郎次郎 0.3 ①

権九郎 4.20667 右京 0.28 ①

尾薗 ４．０７８３ 上吉田 舎人 0.2467 ①

九郎 4.06467 ① 又十郎 0.12 ①

中薗 3.45168



表３ 下吉田村居屋敷の変化２

帳
の
一
筆
を
二
筆
に
し
た
も

の
二
ヶ
所
、
三
筆
に
し
た

も
の
五
ヶ
所
、
四
鐙
に
し
た

も
の
三
ヶ
所
、
一
八
筆
を
四

三
筆
に
し
た
ヶ
所
が
あ
り
、

他
に
二
筆
を
一
華
に
合
華

１
ヶ
所
、
慶
長
帳
の
脱
一
ヶ

所
（
上
田
一
反
六
畝
六
歩

庄
屋
）
と
二
・
三
の
名
義
変

更
が
わ
か
っ
た
や
こ
れ
ら
を

突
き
合
わ
せ
て
ふ
る
と
、
両

帳
は
慶
長
検
地
（
実
は
天
正

一
六
年
実
施
）
か
ら
天
正
一

七
年
検
地
へ
の
わ
ず
か
の
時

間
の
推
移
の
間
に
お
け
る
土

地
所
有
の
変
化
を
残
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

肥
後
国
の
検
地
が
命
ぜ
ら

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

3８

慶長９年９月 天正17年

庄 屋 4段０畝１６歩 庄 屋 4反０畝１６歩

三郎丸 ３．９．０
三郎丸

西村名子刑部左衛門

２．５．０

１．４．０

左 京 ２．３．２２

左 京

四郎兵衛

なこやしき

1．１．０

４．１０

８．１２

地 薗 １．６．２４ 地 薗 １．６．２４

惣次左衛門尉 １．５．０４ 惣次左衛門尉 １．５．０４

源 内 １．２．１２ 織 部 １．２．１２

治部左衛門尉 １．１．０ 治部左衛門尉 １．１．０

源七郎 １．０．２０ 源七郎 １．０．２０

甚兵衛 ８．０８ 花常坊 ８．０８

与三郎 ７．１２ 与三郎 ７．１２

神 主 ６．１６ なこやしき神主 ６．１６

〃 ４．００ 神 主 ４．００

正法寺 ６．２２ 正法寺 ５．０４

同寺なこ １．１８

新 次 ６．００ 新 次 ６．００

弥八郎 ３．２２’ 弥八郎 ３．２２



5段以上の田畠所持（山鹿郡上吉田村）表４

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
掴
に
つ
い
て
の
覚
喪
（
松
本
）

3９

慶長９年９月 天正17年７月

上田 ５段７畝１４ 7石47066 庄屋 下田 7反0畝0０ 7反７ 庄屋

下田 8.7.20 9.64336 〃 下田 7.0.09 7.733 平田

中田 6.2.00 7.44 神主 上田 6.6.00 ８．５８ いつ承

中田 6.0.10 7.24 名塚 中畠 6.0.27 4.263 かやは

中田 7.2.14 8.696 柿木 下田 7.4.00 8.14 皆河

下田 12.2.18 13.48603 大良原 上畠 6.2.15 5.00 庄屋

下田

上畠

7.0.08

7.0.28

7.72936

5.6748

内匠

小薗

やしき

(上）
5．７．０９ 4.584 〃

上田 8.6.00 11.18 和泉 中畠 6．４．１２ 5.908 米原

中畠 6.0.28 4.2654 萱葉 下田 9.9.27 10.989 おその分

下田 5.9.20 6.56334 掃部 中田 5.2.00 6.24 神主分

中田 ６９．１０ 8.32 下屋敷 下田 5.7.00 6.27 右衛門尉

下田 9．１．００ 10.01 小薗 中田 8.7.00 10.44 さこ分

中田 8.0.20 9.68 甚七 中田 ８．５．００ 10.20 中尾分

上田 7.4.12 9"6727 小薗

中田 5.5.25 6.7 名塚

中田 10.7.06 12.864 迫

中田 ６．７．１８ 8.112 中尾

上畠 8．２．１６ 6.6027 庄屋

下田 １０．３．１０ 11.3667 皆川

上畠 6.2.20 5.0134 中屋敷

中畠 7.4.20 5.2267 米原

上田 5.9.00 7.67 〃

中田 6.6.00 7.92 石見

中畠 5．５．００ 3.85 十福寺

下山畠 12.0.00 1.8 太良原

上田 5.5.00 7.15 ,源十

上田 8.6.12 11.232 太良原

屋敷 5.7.10 4.5867 庄屋，



近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
掴
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

へ
Ⅱ
》

れ
た
の
は
天
正
一
六
年
一
月
一
一
一
一
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
使
の
一
人
加
藤
清
正
は
一
一
一
月
一
日
、
同
じ
く
小
西
行
長
は
三
月
一
一
日
に
と
も
に
博

多
で
神
屋
宗
湛
の
振
舞
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
肥
後
に
入
る
の
は
そ
の
後
で
あ
り
、
他
の
上
使
衆
も
お
な
じ
こ
ろ
肥
後
の
各
地
の
城
に
入
っ
た

へ
閲
、

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
上
使
衆
が
検
地
に
取
り
か
か
る
の
は
一
一
一
月
初
旬
で
あ
る
。
そ
し
て
閏
五
月
一
五
日
に
は
検
地
の
結
果
に
基
づ
い
て
肥

へ
肥
》

後
は
新
し
い
領
主
加
藤
浦
正
・
小
西
行
長
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
こ
の
間
正
味
一
一
ヶ
月
半
で
あ
る
。
大
阪
の
秀
吉
へ
の
報
告
な
ど
考
慮
す
れ
ば
検

地
は
二
ヶ
月
で
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
使
衆
一
人
当
た
り
の
ノ
ル
マ
は
五
～
一
○
万
石
約
一
○
○
～
二
○
○
村
で
あ
る
。
玉
名
・
山

恥
Ⅳ
『

鹿
両
郡
を
担
当
し
た
生
駒
親
正
は
一
○
万
七
○
○
○
石
一
五
四
村
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
か
ら
監
督
の
た
め
相
当
数
の
家
臣
を
派
遣
し
た
と
し

て
も
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
り
、
村
役
人
ら
に
命
じ
て
検
地
帳
を
差
し
出
さ
せ
る
の
が
精
一
杯
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
か
く
し
て
上

使
衆
の
占
領
監
督
の
も
と
に
上
使
衆
検
地
帳
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
使
衆
の
検
地
奉
行
が
一
筆
ご
と
に
竿
入
れ
を
し
て
い
る
時
間
的

余
裕
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
検
地
が
御
座
な
り
の
検
地
だ
っ
た
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
村
役
人
等
は
彼
ら
の
土
地
所
有
の
実
態

を
要
領
よ
く
書
き
上
げ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
．
そ
の
結
果
が
田
畑
一
筆
で
捉
え
ら
れ
る
ヶ
所
は
一
筆
毎
に
、
一
塊
と
し
て
把
握
さ
れ
る
田
畑

は
そ
れ
を
一
筆
と
し
て
ま
と
め
て
書
き
上
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
吉
田
村
の
田
畑
の
う
ち
で
一
筆
五
反
以
上
の
も
の
は
表
４
の
二
九

例
で
あ
る
。
現
実
に
こ
れ
が
一
筆
で
な
か
っ
た
こ
と
は
天
正
検
地
帳
で
分
筆
さ
れ
て
一
三
筆
に
半
減
し
て
い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
差
し
出

し
検
地
の
根
拠
と
し
て
五
反
規
模
の
田
畑
が
適
正
で
あ
る
か
問
題
は
あ
る
が
、
手
作
業
の
能
率
か
ら
み
て
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

慶
長
検
地
帳
が
上
使
衆
監
督
の
も
と
に
村
役
人
の
作
成
に
な
る
指
出
検
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
上
吉
田
村
に
限
ら
ず
五
反
以
上
の
田
畑
が
一

《
旧
》
『
旧
》

般
的
に
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
山
本
郡
、
玉
名
郡
の
諸
村
の
検
地
帳
を
見
る
と
、
』
」
の
推
論
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。
（
表
５
参
照
）

村
に
よ
り
程
度
の
差
は
あ
る
が
五
反
以
上
の
田
畑
は
ほ
と
ん
ど
の
村
に
見
ら
れ
る
。
中
で
も
一
町
以
上
の
田
畑
の
存
在
は
常
識
は
ず
れ
で
、

玉
名
郡
桃
田
村
で
は
甚
兵
衛
（
中
畑
一
町
四
反
、
下
畑
六
町
七
反
）
、
伊
賀
（
中
畑
一
町
、
下
畑
二
町
六
反
）
、
高
野
（
上
畑
一
町
三
反
一
畝
、

中
畑
二
町
一
反
一
○
歩
、
下
畑
四
町
九
反
一
畝
、
下
畑
六
町
五
反
八
畝
）
の
三
人
が
突
出
し
て
お
り
、
小
野
尻
村
で
は
刑
部
（
下
田
五
町
六
反

二
畝
、
下
田
一
町
八
反
四
畝
）
が
大
き
い
、
こ
う
し
た
田
畑
は
測
盈
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
常
の
耕
作
の
な
か
で
計
上
さ
れ
、
す
で

4０



表５１筆５反以上の田畑（山本郡・玉名郡）慶長９年９月

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
書
（
松
本
）

－４１－

山本郡 1町以上 ９反 ８反 ７反 ６反 5反以上 ／全筆数

舟島村 ２ ２ ２ ２ 8／156
田原村 １ ２ １ １ ３ ６ １４／342

平野村 １ ４ 5／176
色出村 １ ２ １ ３ ４ 11／387
大塚村 １ １ １ ２ 5／191

宮原村 ８ ３ ２ ６ ２ 21／362

弐田村 １ ２ ２ ２ ７ 14／360

慈恩寺村 １ 1／146

賀村 ２ 2／226
芦原村 １ ３ 4／307

鐙田村 ８ ２ ２ ５ ８ 25／335

草葉村 １ ５ 6／216

今藤村 ６ ３ １ ４ 14／331

鞍慰村 ７ ４ １ ５ ５ 22／298
西山村 ７ ３ １０ 1３ １ 1５ 49／210

大井村 １ ３ ６ 10／138

小野村 １ 1 ２ １ 5／277

有泉村 ３ １ １ ３ ３ ４ １５／412

平原村 ２ ２ ２ 4／157
玉名郡

安楽寺村 １ ３ ２ ８ 14／1899
上小田村 1 ２ 3／675
迫間村 ｌ■ １ ３ 5／308

溝上村 ３ 3／238

月田村 １ １ ５ ３ 9／9３

冨尾村 1 １ 2／461
石尾村 １ 1／8４

立山村 １ １ １ 3／171

桃田村 １０ ２ ２ ３ １ 24／630
小野尻村 ２ ２ ２ １ ２ ３ 12／237

梅檀河原村 １ ２ 3／7１
小島村 ３ ４ ７ ６ ８ 28／471

演村 1 １ １ 3／369

河床村 １ 1／453

河崎村 ２ ４ １ ８ ８ 23／213

永徳寺村 ３ １ 4／5１
亀甲村 １ １ 2／4５
岩崎村 ３ １ ２ ２ ３ ４ 15／200
立願寺村 ４ １ 1 ５ ２ 13／218

秋丸ホＩ １ ４ １ １ 7／3７
築地*Ｉ 1 １ １ ４ 1２ 19／589

中尾*Ｉ １ l／１００

山田ネＩ １ ２ ２ 5／418



そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
こ
れ
を
慶
長
検
地
帳
と
対
比
し
て
承
る
と
、
ま
ず
第
一
に
永
荒
・
田
ヲ
畠
作
な
ど
田
畠
の
状
態
の
変
化
の
記
峨

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ト
ー
タ
ル
で
田
九
町
五
反
三
畝
一
一
二
歩
、
畠
六
町
八
反
九
畝
五
歩
の
荒
引
分
と
壱
町
壱
反
六
畝
二
七
歩
の
田
ヲ
畠
作
の
分
が

出
て
い
る
。
給
知
は
給
人
の
収
入
を
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
荒
れ
地
を
支
給
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
、
結
局
の
と
こ
ろ

荒
れ
地
を
差
し
引
い
た
残
り
の
土
地
か
ら
の
免
率
を
高
め
て
収
入
を
保
証
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
慶
長
検
地
帳
に
見
ら
れ
た
多
数
の
無
屋
敷
登
録
人
の
整
理
が
あ
げ
ら
れ
る
．
給
知
は
土
地
と
人
畜
を
給
付
の
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
、

多
く
の
場
合
給
人
は
百
姓
を
的
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
上
吉
田
村
の
場
合
慶
長
検
地
帳
に
見
ら
れ
た
無
屋
敷
登
録
人
は
収
奪
に

耐
え
得
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
土
地
は
多
く
屋
敷
持
ち
の
村
人
（
こ
こ
で
は
屋
敷
名
を
名
乗
る
）
に
移
動
し
て
い
る
。

上
吉
田
村
の
慶
長
検
地
帳
は
田
と
畠
の
混
在
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
屋
敷
方
を
末
尾
に
よ
せ
た
肥
後
に
お
け
る
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
の
形

式
で
あ
る
．
と
こ
ろ
が
天
正
一
七
年
の
検
地
帳
は
記
城
の
順
序
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
名
寄
せ
的
な
記
載
で
あ
り
、
屋
敷
は

田
畑
の
固
ま
り
の
間
１
～
２
錐
ず
つ
散
ら
ば
っ
て
に
置
か
れ
て
い
る
。
個
人
別
に
田
・
畠
・
屋
敷
が
名
寄
せ
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
く
、
小
字

ご
と
に
鰯
め
ら
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
、
そ
れ
で
い
て
大
き
く
は
上
吉
田
村
と
名
塚
村
に
わ
け
、
部
分
的
に
は
屋
敷
と
田
畠
を
名
寄
せ
し
て
い

る
変
わ
っ
た
検
地
帳
で
あ
る
。
こ
の
帳
は
上
吉
田
村
の
部
分
と
名
塚
村
の
部
分
が
別
個
に
作
成
さ
れ
合
冊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
そ
う
し

た
手
間
の
掛
か
る
作
成
の
仕
方
を
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
帳
は
上
吉
田
村
総
高
九
○
六
石
八
斗
余
（
内
高
不
足
五
石
一
斗
）
の
う
ち
上
吉
田

村
六
○
三
石
を
井
河
佐
近
右
衛
門
に
、
名
塚
村
三
○
三
石
八
斗
余
を
平
野
角
大
夫
に
給
知
と
し
て
宛
行
っ
た
の
に
と
も
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
検

地
帳
な
の
で
あ
る
。

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
窃
（
松
本
）

二
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
の
性
格
に
つ
い
て

妃
に
村
人
達
に
よ
っ
て
罷
識
さ
れ
て
い
る
数
字
が
、
画
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
耕
地
を
所
持
し
て
い
る
階
圃
を
明
ら
か

一

に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
他
日
の
こ
と
と
し
よ
う
。



加
藤
清
正
の
知
行
宛
行
天
正
年
間
の
加
藤
清
正
の
知
行
宛
行
状
は
一
七
年
五
通
、
一
八
年
三
通
あ
る
。
一
七
年
の
宛
行
状
は
い
ず
れ
も
八

月
二
八
日
付
で
こ
の
日
一
斉
に
下
付
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
一
七
年
七
月
の
検
地
は
知
行
宛
行
を
前
提
と
し
て
、
宛
行

状
に
付
随
す
る
給
知
分
検
地
帳
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
上
吉
田
村
に
関
し
て
言
え
ば
、
天
正
検
地
帳
に

高
六
百
三
石
給
人
井
河
佐
近
右
衛
門
上
吉
田
村

高
三
百
三
石
八
斗
六
升
九
合
六
勺
弐
才
給
人
平
野
角
大
夫
同
名
塚
村

と
あ
っ
て
、
二
人
の
知
行
高
に
対
し
て
上
吉
田
村
は
五
石
壱
斗
高
不
足
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

天
正
；
七
年
八
月
二
八
日
付
け
の
宛
行
状
の
村
高
を
郷
帳
の
高
と
対
比
し
て
ふ
る
と
、
両
者
は
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
が
、
き
っ
ち
り
と

・
前
述
の
よ
う
に
慶
長
検
地
帳
が
村
役
人
に
よ
る
現
状
の
把
握
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
検
地
の
時
期
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
‐
す
な
わ
ち

上
使
衆
検
地
が
行
わ
れ
た
の
は
肥
後
国
衆
一
撲
の
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
こ
の
地
か
ら
も
当
然
一
撲
に
駆
り
出
さ
れ
た
に
違
い
な
い
、
と
す

れ
ば
一
摸
に
参
加
し
て
そ
の
ま
ま
か
え
っ
て
来
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
寛
永
一
五
年
の
名
塚
村
地
撫
帳
に
は
無
数
の

走
り
跡
・
無
主
出
作
地
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
国
衆
一
撲
後
の
山
鹿
郡
一
帯
の
農
村
も
こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
走

り
去
っ
た
者
達
を
村
が
走
り
跡
と
確
定
す
る
の
は
年
次
を
経
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
確
定
ま
で
の
数
年
は
彼
の
土
地
に
対
す
る
義
務
（
権

利
）
は
彼
の
も
と
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
上
吉
田
村
の
無
屋
敷
登
録
人
す
べ
て
を
こ
う
い
っ
た
走
り
人
と
決
め
つ
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
が
、
中
に
は
そ
の
部
類
も
含
ま
れ
て
い
る
、
そ
れ
ほ
ど
の
混
乱
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
年
貢
を

収
穫
す
る
給
人
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
屋
敷
請
け
の
よ
う
な
形
で
の
村
支
配
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
土
地
を
失
っ
た
無
屋
敷
登
録
人
の
あ

と
は
ど
う
す
る
か
が
急
務
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
農
民
の
中
に
は
あ
る
い
は
土
地
を
手
放
し
て
収
奪
の
重
圧
か
ら
脱
す
る
事
が
で
き
た

こ
と
を
喜
ん
だ
も
の
が
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
給
人
の
要
求
は
年
貢
収
奪
が
可
能
な
体
制
で
あ
り
、
そ
う
し
た
要
請
に
こ
た
え
て
村
役
人
側

は
無
屋
敷
登
録
人
を
整
理
し
、
年
貢
負
担
者
と
な
り
う
る
作
人
に
土
地
を
割
り
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
。

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
密
（
松
本
）

4３



表６加藤清正の知行宛行と郷帳高

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
掴
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

－４４－

知行地 高 給人
出典

(織鵬）
郷帳高

天正１６．９．１

天正17.8.28

天正17.12.8

天正１８．７．８

天正18.7.27

１８．８．１１

文禄５．９．４

慶長３．９．７

3.10.23

4.10.18

５．８．１２

５．８．１２

田畠

阿蘇郡上山田村

下山田村

野中村

古閑村阿蘇品村

隈崎村牛嶺村
おきのさこ村

大利村

合志郡田島村

長村

菊池郡山崎村

木野村

戸田村･高島村Z内

玉名郡平野村

山鹿郡内都合

玉名郡上山田村

内田上村

山鹿郡小坂村

益城郡田原村

南郷白河村

菊池郡罵入村

詫麻郡今村

菊池郡賀恵村

合志郡井坂村

住吉内

玉名郡下長田村

玉名郡井手村

打1００

327,37

258,6

465,93

478,04

423,3

254,3

2189,56

810,0

121,0

1517,6

520

450.0

7116.0

1000,0

746,55

1382,38

1000,0

350.0

200

366

350

9余

㈹
釦
肌
肥
犯

２
１
１
５
１

藤崎宮神主

小代下縫守

下村勝介

安井猪介1-450

九鬼四郎兵衛尉

窪田藤兵衛

山口与三右衛門

庄林伊右衛門

庄林伊右衛門

小代下総守

宛名欠く

加悦宗右衛門尉

下川右衛門作

小森田大膳

加悦助六

安部五兵衛

三池式部

庄林隼人

3-104

1-187

2-636

5-275

3-242

5-424

5-425

5-422

4-189

1-8

3-3

5-372

4-177

3-3

1-394

4-478

5-422

585,9677

944,475

254,02142

2255,064

817,5564

120

1517,599

521,266

448,425

746,5552

1382,38879

971,0941

351,43466

233,023

541,46

380,797

1686,079

517,717

1329,618



は
一
致
し
な
い
と
い
う
奇
妙
な
結
果
を
得
る
。
ま
ず
小
代
下
総
守
の
知
行
目
録
の
村
は
郷
帳
の
村
と
は
異
な
る
。
阿
蘇
郡
上
山
田
村
・
下
山
田

村
は
郷
帳
で
は
山
田
村
と
し
て
お
り
、
村
高
五
八
五
石
九
斗
六
升
七
合
七
勺
で
、
上
・
下
山
田
村
の
知
行
高
よ
り
二
合
三
勺
少
な
い
。
野
中
村

・
阿
蘇
品
村
・
古
閑
村
は
郷
帳
で
は
野
中
村
九
四
四
石
四
斗
七
升
五
合
で
あ
る
が
、
目
録
で
は
三
ヶ
村
に
な
っ
て
お
り
高
は
五
斗
五
合
少
な
い
。

隈
崎
村
・
牛
嶺
村
．
お
き
の
さ
こ
村
は
郷
帳
に
見
え
な
い
村
で
あ
る
。
大
利
村
は
郷
帳
で
は
二
五
四
石
二
升
一
合
四
勺
二
才
で
二
斗
七
升
五
合

五
勺
八
才
不
足
す
る
。
清
正
が
給
付
の
単
位
と
し
た
村
は
阿
蘇
郡
で
は
郷
帳
の
村
で
は
な
く
郷
根
の
下
の
小
村
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
清
正
は

丁
度
郷
帳
の
上
吉
田
村
の
う
ち
上
吉
田
村
を
井
河
氏
に
、
名
塚
村
を
平
野
氏
に
与
え
た
よ
う
に
、
阿
蘇
郡
で
も
郷
帳
の
下
の
小
村
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
小
村
は
郷
帳
に
こ
そ
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
が
村
人
の
生
活
実
態
の
な
か
で
は
十
分
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
世
初
頭
の
村
に
は
、
郷
帳
の
村
と
し
て
も
行
政
上
も
実
態
上
も
村
と
し
て
機
能
し
完
結
し
て
い
る
村
も
あ
れ
ば
、
実
態
と
し
て
は
独
立
し

た
集
落
で
あ
り
な
が
ら
行
政
上
村
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
枝
村
も
し
く
は
小
村
的
な
存
在
の
村
も
あ
っ
た
、
上
使
衆
検
地
は
阿
蘇
郡
で
は

生
活
の
村
で
な
く
大
村
を
郷
帳
に
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
清
正
は
郷
帳
の
村
を
知
行
宛
行
の
単
位
と
せ
ず
に
敢
え
て
小
村
を
取
り
上
げ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
郷
帳
の
村
と
知
行
宛
行
の
村
の
差
が
あ
る
。
清
正
は
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
こ
う
し
た
村
の
選

択
に
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
．

一
つ
に
は
村
（
地
域
集
団
）
の
直
接
的
な
把
握
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
天
正
一
七
年
の
検
地
帳
は
上
吉
田
村
検
地
で
は
（
狭
義
の
）
上
吉
田
村

と
名
塚
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庄
屋
の
元
で
検
地
根
が
別
個
に
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
合
冊
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
郷
帳
の
上
で
は
一
村
で
あ
っ
た
が

そ
れ
ぞ
れ
の
小
村
に
は
庄
屋
が
圃
か
れ
そ
れ
な
り
に
村
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
制
上
の
村
で
な
く
生
活
の
実
態
に
即
し
た
村
の

把
握
が
狙
い
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
村
の
実
態
に
即
し
た
検
地
帳
を
作
ら
せ
る
と
そ
れ
は
小
村
別
の
検
地
帳
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
上
使
衆
検
地
の
村
が
す
べ
て
生
活
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
村
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、
知
行
宛
行
が
必
ず
し
も
村
単
位
で
な
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
の
で
、
知
行
宛
行
の
検
地
帳
が
小
村
ご
と
に
区
分
さ
れ
た
阿
蘇
郡
の
各
村
や
上
吉
田
村
が
例
外
宅
、
大
部
分
の
村
は
地
理
的
・

歴
史
的
に
実
態
的
に
村
と
し
て
纏
ま
り
を
持
っ
た
村
か
も
し
れ
な
い
。

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
鰻
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

4５



２
郷
帳
高
と
か
な
り
近
い
数
値
の
村

ａ
郷
帳
高
の
一
部
も
し
く
は
大
部
分
を
宛
行
わ
れ
る
場
合

４
郷
帳
高
を
上
ま
わ
っ
た
高
を
宛
行
わ
れ
る
場
合

５
郷
帳
に
表
示
さ
れ
な
い
、
枝
村
・
小
村
を
宛
行
わ
れ
る
場
合

な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
大
き
な
村
は
大
き
な
村
な
り
に
小
村
は
小
村
な
り
に
、
村
と
し
て
歴
史
的
・
地
理
的
な
細
ま
り
を
も
つ
村
を
単
位

と
し
た
の
で
あ
る
。

安
井
猪
介
の
知
行
地
菊
池
郡
山
崎
村
は
郷
帳
高
・
天
正
一
七
年
検
地
帳
高
と
も
に
一
一
一
○
石
で
あ
る
の
に
、
知
行
高
は
一
二
一
石
で
あ
り
、

窪
田
藤
兵
衛
の
知
行
地
玉
名
郡
平
野
村
は
郷
帳
高
四
四
八
石
四
斗
二
升
五
合
で
あ
る
の
に
、
知
行
高
は
四
五
○
石
で
一
石
五
斗
余
の
高
不
足
で

あ
る
。
‐
天
正
一
八
年
七
月
八
日
付
け
の
庄
林
伊
右
衛
門
へ
の
清
正
判
物
は
「
玉
名
郡
上
山
田
村
七
百
四
拾
六
石
五
斗
五
升
内
田
上
村
千
三
百

八
拾
弐
石
三
斗
八
升
」
で
あ
る
が
、
上
山
田
村
は
郷
帳
高
七
四
六
石
五
斗
五
升
五
合
二
勺
、
内
田
上
村
は
山
鹿
郡
上
内
田
村
の
こ
と
で
郷
帳
高

一
三
八
二
石
三
斗
八
升
八
合
七
勺
九
才
で
あ
る
。
両
村
と
も
合
以
下
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
一
八
年
七
月
一
一
七
日
小
代
下
総
守
は
南
郷
の

内
千
石
の
替
え
地
と
し
て
山
鹿
郡
小
坂
村
に
千
石
を
宛
行
れ
た
が
、
同
村
は
郷
帳
高
九
七
一
石
九
升
四
合
一
勺
で
あ
り
、
二
八
石
九
斗
五
合
九

勺
の
高
不
足
で
あ
る
。
ま
た
天
正
一
八
年
八
月
一
一
日
付
け
加
藤
清
正
判
物
（
宛
名
欠
）
‐
は
益
城
郡
田
原
村
三
五
○
石
を
宛
行
う
も
の
で
あ
る

が
、
釧
郷
帳
に
は
田
原
村
の
記
載
は
な
く
、
「
肥
後
国
志
草
稿
」
に
よ
れ
ば
田
原
村
は
寺
中
村
の
小
村
だ
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
天
正
一
七
～
一
八
年
の
知
行
地
の
村
高
は
、

以
上
、
検
地
帳
の
分
析
に
よ
る
農
村
構
造
の
解
明
を
は
か
る
に
は
ま
ず
検
地
帳
の
性
格
を
捉
え
記
戦
さ
れ
た
情
報
を
的
確
に
把
握
す
べ
き
で

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

Ｌ
郷
帳
高
と
一
致
す
る
も
の

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
帳
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

結
び

4６



つ
い
て
検
討
し
た
。

わ
ず
か
一
村
の
検
地
帳
か
ら
で
は
あ
る
が
、
上
使
衆
検
地
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
検
地
役
人
が
一
筆
毎
に
厳
重
な
測
避
に
よ
っ

て
検
地
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
上
使
衆
の
監
督
の
も
と
で
は
あ
る
が
、
村
役
人
等
が
百
姓
の
申
し
出
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
、

い
わ
ゆ
る
差
し
出
し
検
地
の
部
類
に
は
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
結
論
を
得
た
。
ま
た
清
正
の
天
正
一
七
年
検
地
は
上
使
衆
検
地
を
否
定
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
年
に
行
っ
た
知
行
宛
行
状
交
付
に
伴
う
給
人
知
行
地
の
検
地
帳
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
．
知
行
地
で
は
前
年

の
検
地
の
結
果
に
よ
ら
ず
給
人
庄
屋
に
百
姓
の
把
握
を
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
地
が
国
衆
一
撲
の
地
で
あ
っ
た
だ
け
に
一
年

の
違
い
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
名
請
け
人
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
検
地
帳
分
析
の
険
路
と
さ
れ
る
多
数
の
零
細
無
屋
敷
登
録
人
の
解
明
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
肥
後
国
検
地
帳
の
基
礎
と
す
べ
き
天
正
一
六
年
の
上
使
衆
検
地
（
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
太
閤
検
地

Ⅱ
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
に
そ
っ
く
り
残
っ
て
い
る
）
と
、
翌
一
七
年
に
加
藤
清
正
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
内
国
検
地
を
取
り
上
げ
て
、
山
鹿
郡

上
吉
田
村
検
地
帳
を
主
な
史
料
と
し
て
、
検
地
帳
の
性
格
、
検
地
の
方
法
、
村
切
り
の
基
準
、
名
請
け
人
の
把
握
、
土
地
所
有
の
実
態
な
ど
に

注
１
照
本
史
学
会
編
「
肥
後
国
検
地
賭
根
目
録
』
照
本
県
立
図
画
館
架
蔵
の
検
地
幌
の
目
録

２
順
本
藩
領
の
検
地
根
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

①
天
正
一
六
年
の
「
太
閤
検
地
」
は
肥
後
国
に
派
遣
さ
れ
た
上
使
衆
に
よ
っ
て
国
衆
一
撲
鎮
圧
後
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
分
担
地
域
、
検
地
面
祇
な
ど

を
記
録
し
た
「
覚
窃
」
は
あ
る
も
の
の
、
検
地
頓
は
現
存
し
な
い
。

②
天
正
一
七
年
肥
後
国
北
部
七
郡
を
与
え
ら
れ
た
加
藤
浦
正
は
検
地
を
行
い
、
そ
の
検
地
幌
の
一
部
は
現
存
す
る
。
但
し
そ
れ
ら
は
原
本
の
体
裁
を

よ
く
残
し
た
「
写
し
」
で
あ
る
。
こ
の
検
地
鰻
が
上
使
衆
検
地
帳
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
溌
篭
が
分
か
れ
て
い
る
．

③
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
根
は
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
正
一
六
年
の
上
使
衆
検
地
の
結
果
を
写
し
あ
げ
た
も
の
で
、
製
作
年
月
日
・

作
成
者
名
・
あ
て
名
を
欠
き
、
検
地
幅
と
し
て
の
様
式
を
完
側
し
て
い
な
い
．
慶
長
御
前
幌
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
の
台
娯
も
し
く
は
控
え
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
郡
高
・
村
高
は
表
高
と
な
り
、
幕
末
ま
で
通
用
す
る
。
。

④
慶
長
八
年
～
慶
長
一
三
年
加
藤
照
本
藩
領
で
な
さ
れ
た
検
地
は
、
実
態
に
基
づ
く
も
の
で
現
高
（
実
高
）
と
呼
ば
れ
、
以
後
領
内
で
の
村
高
表
示

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
根
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

4７



⑧
文
政
～
天
保
期
の
検
地
（
再
地
引
合
地
押
）
は
、
全
耕
地
を
統
一
的
に
地
番
を
付
し
、
帳
簿
と
土
地
を
照
合
・
確
認
し
て
一
冊
に
仕
立
て
た
も
の

で
、
一
筆
毎
の
丈
赴
は
し
な
か
っ
た
。

３
熊
本
県
史
料
集
成
１
「
肥
後
国
郷
帳
」
解
題

４
前
掲
「
肥
後
国
検
地
諸
根
目
録
」
解
説

５
．
７
松
本
「
肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
一
）
」
（
「
文
学
部
論
叢
」
第
九
号
）
参
照

６
森
山
恒
雄
「
肥
後
加
藤
氏
の
二
つ
の
検
地
（
帳
）
と
領
知
高
ｌ
現
説
へ
の
基
本
的
な
疑
問
と
再
検
討
ｌ
」
（
「
照
本
史
学
五
○
号
」
所
収
）

８
「
山
鹿
郡
上
吉
田
村
御
検
地
御
帳
」
整
理
番
号
二
六
七
七
、
「
九
州
肥
後
国
山
鹿
郡
上
吉
田
村
」
整
理
番
号
二
六
七
八

９
照
本
大
学
付
属
図
宙
館
寄
庇
「
永
青
文
庫
」
蔵

加
大
日
本
近
世
史
料
「
肥
後
藩
人
畜
改
根
五
」
所
収

、
、
旭
熊
本
近
世
史
の
会
網
「
肥
後
国
検
地
帳
の
基
礎
的
研
究
１
」

肥
同
会
編
「
基
礎
的
研
究
２
」

過
照
本
県
立
図
密
館
蔵
「
山
鹿
郡
之
内
下
吉
田
村
御
検
地
鰻
」
整
理
番
号
二
六
八
四
、
「
九
州
肥
後
国
山
鹿
郡
下
吉
田
村
」
整
理
番
号
二
六
八
五

Ｍ
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
大
日
本
古
文
宙
「
相
良
家
文
宙
六
九
八
号
」
）

焔
細
川
藩
政
史
研
究
会
「
照
本
藩
年
表
稿
」
天
正
一
六
年
三
～
四
月
の
項
に
よ
れ
ば
、
上
使
衆
が
検
地
に
従
事
し
た
の
は
三
月
か
ら
で
あ
る
。

焔
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
「
熊
本
県
史
料
中
世
篇
第
五
」
）

Ⅳ
「
相
良
統
俊
肥
後
国
検
地
覚
宙
」
（
「
大
分
県
史
料
８
」
所
収
成
恒
文
宙
）

岨
玉
名
市
歴
史
資
料
集
成
第
七
集
「
玉
名
市
検
地
帳
集
ご

高
と
な
る
。
慶
長
二
年
以
後
散
発
的
に
な
さ
れ
た
検
地
は
、
土
地
と
帳
簿
の
縮
離
を
是
正
す
る
た
め
な
さ
れ
た
地
撫
し
検
地
で
あ
る
。

⑤
寛
永
一
○
年
代
細
川
氏
に
よ
り
な
さ
れ
た
地
撫
検
地
は
、
農
民
の
要
求
を
踏
ま
え
た
竿
入
れ
検
地
で
、
蔵
納
地
に
つ
い
て
は
寛
永
一
二
年
、
御
給

地
（
給
人
知
行
地
）
に
つ
い
て
は
寛
永
一
四
～
一
六
年
に
検
地
根
が
作
成
さ
れ
た
。
御
給
知
の
地
撫
鰻
は
給
人
別
に
作
成
、
も
し
く
は
村
内
の
給
人

別
に
記
載
さ
れ
、
名
諭
人
の
記
載
も
名
寄
せ
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

⑥
寛
永
一
○
年
の
人
畜
鰻
の
記
載
と
一
○
年
代
の
地
撫
帳
の
名
謂
人
と
が
僅
か
の
年
数
の
隔
た
り
に
か
か
わ
ら
ず
一
致
し
な
い
例
が
多
い
。

⑦
宝
暦
期
の
検
地
（
地
引
合
）
は
、
本
田
畑
・
新
地
・
諸
開
の
耕
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
帳
簿
上
の
記
較
と
現
実
の
土
地
を
照
合
・
確
認
（
地
引

合
）
し
て
、
地
種
ご
と
に
三
種
の
検
地
根
と
し
た
も
の
で
、
一
笠
毎
の
丈
鉦
は
し
な
か
っ
た
。
な
お
下
名
（
小
字
）
ご
と
に
下
名
寄
（
下
名
の
統

合
）
を
行
い
下
名
寄
根
を
作
成
し
た
。
宝
暦
期
の
地
引
合
に
際
し
て
、
一
部
の
郡
で
は
寛
永
以
来
の
検
地
帳
・
名
寄
鰻
を
援
用
し
、
地
引
合
検
地
を

近
世
初
頭
の
肥
後
国
検
地
根
に
お
け
る
村
落
把
握
に
つ
い
て
の
覚
宙
（
松
本
）

実
施
し
て
い
な
い
。

4８
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